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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　蝶番カップと、
　前記蝶番カップが、開いた位置と閉じた位置間で蝶番アームに対して旋回動作するよう
に、前記蝶番カップに枢動可能に接続される前記蝶番アームと、
　前記蝶番アームの外側から取り付けられる流体ダンパーのハウジングと、前記蝶番カッ
プ又は前記蝶番カップに接続したドアに接触するように配置される前記流体ダンパーのス
ライダーとを含む流体ダンパーと、
　からなることを特徴とする蝶番。
【請求項２】
　前記蝶番アームは、中央板及び２つの側面板によりＵ字型断面をなし、
　前記流体ダンパーのハウジングは、前記中央板の上に取り付けられることを特徴とする
請求項１記載の蝶番。
【請求項３】
　前記蝶番アームは、開口部を有し、前記流体ダンパーは、前記蝶番アームの前記開口部
に延長する固定用突起を有することを特徴とする請求項１又は２記載の蝶番。
【請求項４】
　前記固定用突起は、弾性変形可能なフックであることを特徴とする請求項３記載の蝶番
【請求項５】
　前記固定用突起は、弾性変形可能なホゾであることを特徴とする請求項３記載の蝶番。
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【請求項６】
　前記スライダーは、前記蝶番カップが閉じた位置のとき、前記蝶番カップに接触するよ
うに作動することを特徴とする請求項１から５のいずれかに記載の蝶番。
【請求項７】
　前記蝶番カップは、継手を備えており、前記蝶番カップが閉じた位置のとき、スライダ
ーが前記継手に接触するように作動することを特徴とする請求項６記載の蝶番。
【請求項８】
　前記流体ダンパーは、工具を使用することなく、前記蝶番アームに固定可能であること
を特徴とする請求項１から７のいずれかに記載の蝶番。
【請求項９】
　前記流体ダンパーは、線形ダンパーを備えていることを特徴とする請求項１から８のい
ずれかに記載の蝶番。
【請求項１０】
　前記流体ダンパーは、回転式ダンパーであることを特徴とする請求項１から８のいずれ
かに記載の蝶番。
【請求項１１】
　前記流体ダンパーは、空気式ダンパーであることを特徴とする請求項１から１０のいず
れかに記載の蝶番。
【請求項１２】
　前記流体ダンパーは、液圧式ダンパーであることを特徴とする請求項１から１０のいず
れかに記載の蝶番。
【請求項１３】
　前記流体ダンパーのスライダーは、前記蝶番アームの長手方向に沿って配置されている
ことを特徴とする請求項１から１２のいずれかに記載の蝶番。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、家具のための次のような蝶番、すなわち、蝶番レバーなどを介してドア側の
蝶番部品たとえば蝶番カップと連結された蝶番アームと、ハウジングおよび作動部品を備
える流体式ダンパーとを持つ蝶番に関する。
【０００２】
　本発明はさらに、この種の蝶番とともに使用するためのダンパーにも関する。
【０００３】
【従来の技術】
　家具のドアまたは抽斗が激しい勢いで閉まるのを防止するダンパー装置を、家具のドア
または抽斗に取り付けることが知られている。
【０００４】
　ＤＥ２５３９９５４からは、蝶番部品に弾性変形可能なダンパーエレメントを取り付け
ることが知られている。この種の弾性エレメントの減衰作用は非常にわずかしかない。
【０００５】
　従って最近では流体式ダンパーが使用されている。空気圧式または液圧式ダンパーとし
て作ることができる線形ダンパーのほかに、いわゆる回転式ダンパーまたは回転ピストン
ダンパーを備えるダンパー装置も知られるようになった。
【０００６】
　この種の回転式ダンパーは一般に、回転しないように固定された外側のハウジングを備
え、その中に回転子を取り付けている。ハウジングの中には、ダンパー液たとえばシリコ
ン油が入っている。家具部品の運動が激しすぎるとき、ダンパー液またはダンパー流体に
よって、この運動に対する非常に良好な減衰作用が得られる。
【０００７】
　従来の技術では、この種のダンパー装置は、別個に独立した補助的な装置として家具に
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取り付けられているか、蝶番に内蔵されているかのどちらかであった。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
　本発明の課題は、冒頭に挙げた種類の蝶番と、その種の蝶番のためのダンパーとを改善
して、そのときどきの選択により、そしてまた後付けとして、蝶番にダンパー装置を設け
ることができるようにすることである。
【０００９】
　本発明の上記の課題は、流体式ダンパーのハウジングを外部から蝶番アームに載せ、ド
アの作動部品、またはドア側蝶番部品の作動部品が作用することによって解決される。
【００１０】
この蝶番に、その閉動作の力がダンパーの作用よりも大きいような閉動作機構を設ければ
有利である。
【００１１】
【発明の実施の形態】
　本発明の１つの実施形態は、その流体式ダンパーのハウジングに保持用突起を少なくと
も１つ設け、この突起を蝶番アームの開口部に噛み込ませることを意図する。この保持用
突起は、弾性的なフックまたは弾性変形可能なホゾとして作られている。
【００１３】
　下記に本発明の１つの実施形態を、添付の図面を用いて説明する。
【００１４】
　本発明の蝶番は、在来型の場合と同様、第一の蝶番部品をなす蝶番カップ１と、第二の
蝶番部品をなす蝶番アーム２を備える。蝶番カップ１と蝶番アーム２は、外側の蝶番レバ
ー３と内側の蝶番レバー４を介してたがいに連結され、これらの蝶番レバーは蝶番軸５お
よび６に取り付けられている。蝶番アーム２は、１つの中央板２′と２つの側面板２″に
より、Ｕ字形の断面に作られている。
【００１５】
　蝶番アーム２は、すき間調節ネジによりスペーサーに取り付けられている。蝶番アーム
２とスペーサーの間にはもう１つ、蝶番アーム３を奥行き方向に調節する調節ディスクま
たは調節ネジが設けられている。
【００１６】
　蝶番カップ１は家具ドア１２の穴に挿入でき、他方で蝶番アーム２はスペーサーととも
に、ベースプレート１０に取り付けられ、このベースプレートは家具側壁１１に固定され
、好ましくはネジ止めされている。
【００１７】
　蝶番アーム２の中央板２′は１つの開口部７を備え、この開口部からたとえばドライバ
ーを、スペーサーまたはベースプレート１０の調節ネジに噛み込ませることができる。
【００１８】
　ここまで説明した蝶番の部品は、従来の技術に対応するものである。この種の蝶番は、
本出願者のたとえばＵＳＰＳ６０３２３３３に詳細に説明されている。
【００１９】
　ここでこの種の蝶番に、本発明による流体式ダンパー２０を追加装備することができる
。この流体式ダンパー２０は、１つの固定用突起８を持つハウジング１３を備える。流体
式ダンパー２０は蝶番２の中央板２′に載せられるが、その際ホゾ状の固定用突起８が蝶
番２の開口部７に押し込まれる。固定用突起８は弾性変形可能なものであれば有利であり
、それにより開口部７に挟み込まれて保持される。固定用突起は、１つまたは２つの弾性
フック２１として作ることもでき、これらは開口部７に差し込まれ、中央板２′にパチン
と噛み込む。
【００２０】
　ここに示す実施形態では、ハウジング１３にピニオンつきの回転式ダンパー１４を備え
、このピニオンは作動部品をなすスライダー１５のラック面１６と噛み合う。スライダー
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受け、このスプリングはスライダー１５をスタンバイポジションに押しつけている。ドア
１２が閉じられると、蝶番カップ１の継手１８がスライダー１５を押し、これによりスラ
イダーはハウジング１３に差し込まれる。その際回転式ダンパー１４が回転し、ドア１２
の閉動作が減衰される。
【００２１】
　ドア１２を開けると、スプリング１７はスライダー１５をふたたび図７に示したスタン
バイポジションに押しつける。
【００２２】
　しかし回転式ダンパーの代わりに、線形にスライドするピストンを持つ流体式ダンパー
を用いることができる。この流体式ダンパーは、空気圧式ダンパーでも液圧式ダンパーで
もどちらでもよい。
【００２３】
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の蝶番の見取り図である。
【図２】　本発明の蝶番からダンパーを取り外した見取り図である。
【図３】　図３ａおよび３ｂは、ダンパーの側面図である。
【図４】　図３のダンパーをＩ－Ｉ線で切った断面図である。
【図５】　図３のダンパーをＩＩ－ＩＩ線で切った断面図である。
【図６】　本発明の蝶番が閉じた位置にあるときの側面図である。
【図７】　蝶番が一部開いたときの側面図である。
【符号の説明】
１　　　蝶番カップ
２　　　蝶番アーム
２’　　中央板
２”　　側面板
３　　　蝶番レバー
４　　　蝶番レバー
５，６　蝶番軸
７　　　開口部
８　　　固定用突起
１０　　ベースプレート
１１　　家具側壁
１２　　家具ドア
１３　　ハウジング
１４　　回転式ダンパー
１５　　スライダー
１６　　ラック面
１７　　スプリング
１８　　継手
２０　　流体式ダンパー
２１　　弾性フック
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